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論　文　内　容　の　要　旨

　研究目的

　低血圧麻酔に使用されているプロスタグランジン

E、（PGE、）の，虚血性心疾患を合併した患者の手術中

異常高血圧に対する治療の安全性を知る目的で，犬で

虚血心モデルを作製し，大動脈遮断を行い，PGE1投与

による循環動態，冠動脈血流量の変化および心筋代謝

を検討し，トリメタファン（TMP）によるものと比較

検討した．

　方法

　雑種成犬21頭（体重15～20kg）をPGEI投与群（n＝

10）とTMP投与群（n＝11）に分け，50％笑気とベン

トバルビタールで維持麻酔を行った．冠動脈前下行枝

に50％狭窄を作製し，循環動態が安定した後，胸部下

行大動脈を遮断し，PGE、1．0μg／kg／minまたはTMP

5．0μg／kg／minを15分間静注して観察した．ついで，薬

剤の投与を中断した後，大動脈遮断を解除しさらに15

分間観察した．また，冠静脈洞から採血を行い，血液

ガス分析，乳酸，ピルビン酸を測定し，心筋酸素摂取

率，心筋乳酸摂取率，乳酸・ピルビソ酸比を算出した．

統計学的検定は，大動脈遮断前の値をコントロールし

てpaired　t－testを，両群間はunpaired　t・testを用い，

危険率5％以下を有意差ありとした．

　結果及び考察

　大動脈遮断により，著しい血圧の上昇と心仕事量の

増加がみられたが，心拍出量，末梢血管抵抗は変化し

なかった．PGE1投与群では，心拍出量は投与5分後よ

りcontrolと比較し72％，左室dp／dtは62％の有意な

増加が認められ，遮断解除後15分後においても心拍出

量の有意な増加は継続した．一方，TMP投与群では，

投与15分後においてのみ心拍出：量に30％と有意な増加

がみられたが，左室dp／dtは不変であった．また，遮

断解除5分後の平均動脈圧は32％，15分後の左室dp／

dtは28％と著明に低下し心筋収縮力が強く抑制され，

PGEIと対照的な結果を示した。　PGE、投与群では，冠

動脈血流量の増加がみられたが，TMP投与群では変

化はみられなかった．PGE、投与群において，虚血部で

の心筋組織血流量の有意な増加が認められたが，TMP

投与群ではこのような作用は認められなかった．また，

心筋酸素摂取率，心筋乳酸摂取率については両群とも

有意な変動を示さなかった．

　結語

　PGE、は，大動脈遮断後の急激な血圧上昇に対する

速やかな後負荷軽減作用がみられ，虚血部における心

筋血流量を改善した．大動脈遮断解除後も，TMPが心

筋収縮力を著明に抑制するのに対し，PGE1は心筋酸

素需給平衡をよく保ち，安定した血行動態が得られた．

　以上より，虚血性心疾患を合併した患者の術中異常

高血圧に対する循環管理として，PGE、の使用は安全

かつ有用であることが示唆された．
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論　文　審　査　の　要　旨

　本論文は，虚血性心疾患を合併した患者の，手術中の異常高血圧に対するプロスタグランジンE、による治療

の安全性を知る目的で，犬に虚血心モデルを作製して大動脈遮断を行い，循環動態，冠動脈血流量および心筋

代謝をトリメタファンと比較検討したものである．プ・スタグランジンE1は大動脈遮断による急激な血圧上

昇に対して速やかな後負荷軽減作用がみられ，虚血部における心筋血流量を改善したのに対し，トリメタファ

ンは大動脈遮断後，心筋収縮力を著明に抑制し，かっ虚血部での心筋血流量の増加は認められなかったことか

ら，プロスタグランジンE、の使用は安全かつ有用であることが示唆された．学術的に価値ある研究と認める．
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